
◎　保育の計画と編成と実施に関する評価

A B C D

（1）保育目標の具現化に向けて、乳幼児の

実態を踏まえた重点目標を設定しているか。
〇

（2）目標は、施設や地域の特色を生かして

いるか。
〇

（3）目標は、社会の要請や保護者の願いを

反映しているか。
〇

（4）目標は前年度の反省を生かしている

か。
〇

（5）目標は、全職員で検討し、かつ共通理

解を図っているか。
〇

（1）指導計画は乳幼児の実態に即して作成

しているか。
〇

（2）保育所保育指針に基づく援助・支援を

適切に行っているか。
〇

（3）環境の構成を意識した保育や過程を常

に工夫しているか。
〇

（4）素材・用具を適切に活用しているか。
〇

（5）評価結果を基に、保育の改善に努めて

いるか。
〇

日

時

程

（1）1日の流れ（デイリープログラム等）は

現行で良いか。
〇

（1）行事の種類や実施回数は適切か。
〇

（2）行事のねらいを計画や実施に充分生か

しているか。
〇

（3）乳幼児の活動範囲を明確にし、自主

的・実践的な活動にしているか。
〇

（4）計画・実施・評価・改善の体制をとっ

ているか。
〇

（5）保護者の願いや意見を取り入れている

か。
〇

D : 改善を要する

保

育

に

つ

い

て

園内研修の機会を多くも

ち、日々情報を共有し合

うともにより良い保育に

ついて話し合いの機会を

大切にしていった。

子どもの育ちに応じ、1日の保育

の流れを意識しながら保育を行う

ことができた。

行

事

に

つ

い

て

保護者からの声を大切にアン

ケート調査を実施。結果をも

とに今後の運営方法に活かし

ていけるよう改善と見直しを

行った。

時代の変化と共に行事のあり

方についても引き続き検討を

行って行きたい。

項目 内容
評価

意見・改善策

保

育

目

標

に

つ

い

て

前年度の反省や保護者の

意見をもとに、定期的な

振り返りや話し合いの機

会をもち、保育を進める

ことができた。

C : 一部検討を要する

令和7年度：保育所における自己点検・自己評価
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A : たいへんよい

B : よい



A B C D

（1）係や仕事の分担・割り当ては適切か。
〇

（2）職員相互がそれぞれ全体的立場を理解し、協力や助言を惜しむ

ことなく施設運営にかかわっているか。
〇

（3）打ち合わせ回数、時間、内容は適切か。
〇

（4）職員の意見を聞いたり、話し合う機会を定期的に持っ

ているか。
〇

（1）避難訓練・交通安全指導を行い、計画に基づいて適切

に実施しているか。
〇

（2）健康・安全な生活に必要な習慣や態度育成のため、家

庭への啓発を行っているか。
〇

（3）乳幼児の安全確保のため、家庭・地域社会・関係各機

関等と連携を図っているか。
〇

（4）不審者等に対応する周到な配慮を行っているか。
〇

（1）子ども達が楽しく食べ、食べる意欲が育つように工夫

しているか。
〇

（2）アレルギー疾患などを持つ子に対し、主治医からの指

示を得て適切な対応を行っているか。
〇

（3）間違いのないよう個別のトレーや食器等で分け、調理

員同士や保育士と確認している。
〇

（1）園内の清掃がなされ、清潔に保たれた環境で子ども達が心地よ

く過ごせるように配慮しているか。
〇

（2）園内外の衛生面・安全面に配慮しているか。
〇

（3）園内に子ども達が季節感を味わえるような工夫をして

いるか。
〇

（1）各研修会・講習会への参加体制の充実を図っている

か。
〇

（2）研修の成果を日常の保育に生かし、乳幼児の育ちに反

映させているか。
〇

（１）送迎の際の対話や連絡事項の記載など日常的な情報交換に加

えて、別の機会に相談に応じて個別面談を行っているか。 〇

（2）家庭の状況や保護者との情報交換が必要に応じて、関

係職員に周知されているか。
〇

（3）保育士は日々、子どもや保護者の様子に注視し、虐待

の予防や早期発見に努めているか。
〇

（4）予め年間行事の目標を知らせ、保護者が保育参加の予

定を立てやすくしているか。
〇

話し合いや会議の時間につい

ては、長引くことがあった。

来年度は、リモート機能を取

り入れたり、議題を予め周知

していくなど会議の運営方法

を見直していく。

組

織

運

営

食

事

環

境

◎　保育の計画と編成と実施を支える諸条件に関する評価

項目 内容
評価

意見・改善策

園

内

外

の

研

修

園内研修の充実を図ることが

できた。日程が取りにくい月

もあった為、来年度は行事と

の兼ね合いを考慮し時期を検

討していきたい。

保

健

・

安

全

子

育

て

支

援

警察・消防・市役所等の

関係各機関の協力を頂き

ながら連携を図ることが

できた。

これまでの取り組みに加え、新米

についての読み聞かせなども取り

入れ、充実した内容の食育を行う

ことができた。

アレルギー対応についても、委員

会と連携し細やかな対応を行うこ

とができた。

毎日の清掃、玩具の消毒に加

え、月に１度の安全点検を行

い、衛生、安全面に配慮した

十分な取り組みを行うことが

できた。

個別相談の機会を年2に回

設けることができた。ま

た、職員会議等を通じて

関係職員と情報交換や共

有を行うこともできた。



A B C D

（1）地域の関係機関等と連携ができているか。 〇

（2）イベントや祭りなどを通し、地域の方々と交流できる機会を設

けているか。
〇

（3）ボランティア・体験保育の方を積極的に受け入れているか。 〇

（4）幼児の興味や関心に基づいて地域社会・その他の施設と交流し

ているか。
〇

（1）地域子育て支援センターとして、園庭や保育室を開放している

か。
〇

（2）地域の子ども達土同士、あるいは親子が一緒に遊ぶことが出来るような

場の設定を行っているか。
〇

（３）職員による育児に係る「子育て相談」は充実しているか。 〇

（4）参観や保育・授業等に参加するなどして、幼稚園・小学校の教

育を理解しているか。
〇

（５）園だより・ホームページ等で施設の情報を発信しているか。 〇

（6）行事や子育て支援事業等を地域の連絡会や児童施設、小学校に

対して周知しているか。
〇

（7）第三者評価を導入し、施設運営に反映しているか。 〇

（8）地域や保護者の意見を施設運営に反映しているか。 〇

開

か

れ

た

保

育

所

づ

く

り

毎月のホームページ更新

を実施。また、園だより

や毎日の保育ドキュメン

テーションで園の様子を

多く発信することができ

た。

また、アプリを活用した

保護者アンケートも実施

することができた。

項目 内容
評価

意見・改善策

多くのボランティアや保育体

験、実習生の受け入れを行う

ことができた。園児にとって

も様々な方と触れ合うことが

できるよい機会となった。

地

域

と

の

連

携


